
 

 かていがくしゅうの『まえに』  

〇 がっこうからの おてがみや れんらくを おうちのひとに みせましたか。  

  〇 べんきょうをするばしょは かたづいていますか。 

  〇  テレビやゲーム おんがくは けしてありますか。  

  〇 がくしゅうに ひつようなようぐが そろっていますか。 

 〇 よい しせいになりましょう。 えんぴつのもちかたは ただしいですか。 

 

  かていがくしゅうの すすめかた     

①しゅくだいをする。        

 

②こくごのべんきょう 

●おんどく                

   ・「  」は きもちをかんがえて よむ。          

   ・ゆっくり はっきり よむ。 

     ・すらすらよめるように れんしゅうする。     

     ・「、」や「。」に きをつけて よむ。 

     ・ただしくよめているか、おうちのひとに きいてもらう。 

●もじのれんしゅう  (ひらがな、カタカナ、かんじ）    

     ・したじきをしいて えんぴつのもちかたに きをつける。 

    ・ただしく かきじゅんにきをつけて れんしゅうする。 

    ・おてほんの じのかたちをよくみて ていねいに  こく かく。 

     ・「とめる」「はねる」「はらう」にきをつけて かく。 

●ぶんしょうをノートにうつす 

     ・ていねいに うつす。 

     ・「は」「を」「へ」にきをつけて かく。 

 

③さんすうのべんきょう             

●プリントやドリルなどのもんだいをとく 

    ・もんだいを よくよむ。  

    ・すうじは ただしい かきじゅんで かく。 

   ・けいさんは ただしくできるように れんしゅうする。  

     ・おわったら もういちど みなおしをする。 

 

 かていがくしゅうの『あとに』   

  〇 おうちのひとに みせましょう。 

  〇 えんぴつは けずりましたか。  けしごむは きれいですか。 

  〇 おたよりやれんらくちょうをみて わすれもののないように  

あすのよういをしましょう。 



 

 かてい学しゅうの『前
まえ

に』  

 〇  学校からのお手
て

紙
がみ

やれんらくを お家
うち

の人に見せましたか。  

  〇 べんきょうするばしょは かたづいていますか。 

  〇  テレビやゲーム おんがくは けしてありますか。  

  〇 しせいやえんぴつのもちかたは、正しいですか。 
 

 かてい学しゅうの『すすめかた』   

①しゅくだいをする                 
 

②国
こく

語
ご

のべんきょう 

●音
おん

読
どく

  

   ・おうちの人に きこえる こえの大きさで よむ。 

     ・ものがたり文は 気もちをこめて よむ。 

     ・すらすらよめるように れんしゅうする。  

     ・「、」や「。」にきをつけてよむ。 

 

●プリントやかん字ノート・かん字ドリルなどをする。  

     ・下じきをしいて えんぴつのもちかたに 気をつける。 

   ・正しく 書
か

きじゅんに 気をつけて れんしゅうする。 

     ・お手本の字のかたちをよくみて ていねいに こく 書く。 

     ・「とめる」「はねる」「はらう」に 気をつけて 書く。 

     ・読
よ

みかたや おくりがなも たしかめる。 

●作文にとりくむ。        

    ・ていねいに 書く。 

     ・「は」「を」「へ」「、」「。」に気をつけて 書く。 

 

③算
さん

数
すう

のべんきょう             

●プリントや計
けい

算
さん

ドリルなどのもんだいをとく 

    ・もんだいをよくよむ。 

     ・おわったら、まちがえていないか見
み

直
なお

しをする。 

   ・計算は正しく、はやくできるようにする。 

     ・まちがえたところを直す。 

 

 かてい学しゅうの『後
あと

に』   

〇 お家の人に見せましょう。 

  〇 えんぴつは、けずりましたか。   

○ けしごむは、きれいですか。 

  〇 れんらくちょうを見て、わすれものがないように、 

 明日
あ す

のよういをしましょう。 


